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候補地選定の視点や条件

新校の候補地選定に際しての視点や条件は次のとおりです。

視点１ 通学のしやすさ

全ての既存校を抽出し、現状の通学手段を踏まえ、各校から小学生は概ね２km以内、中学生は

概ね４km以内に居住している割合（令和６年度時点）の高さで検討を行います。

◎条件に合うまとまった土地が存在し、ゆとりのある教育活動が期待できる場合は、その土地も候補地に加える

｢法による規制を受けないこと｣、｢通学区域の概ね中心であること｣、｢災害に強い学校施設が建設できること」

などの条件に合う、まとまった土地があれば抽出し、新校の候補地として新校建設の実現可能性を検討します。

視点３ 地域バランス

通学区域内における各中学校区における児童生徒数を考慮して、バランスの

良い学校用地を検討します。

視点２ 施設一体型校舎の設置の可能性

視点１で抽出した学校敷地において、必要な諸室等の配置が可能な施設一体型の校舎が設置できる学校用地か、

その可能性について検討します。

１から３の視点に基づき、既存校の中で新校の候補地を選定しますが、必要に応じて以下の視点で既存校以外の土地についても検討します。
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Ａブロックの新校の候補地選定について

長野中 見沼中 南河原中 東小 北小 桜ヶ丘小 南河原小 見沼小

２ｋｍ圏内(児童) ７０％ ３１％ １４％ ５８％ ５３％ ７２％ １５％ ３１％

４ｋｍ圏内(生徒) ８９％ ９１％ ３７％ ７７％ ９７％ ８８％ ４３％ ８６％

全体 ７７％ ５３％ ２３％ ６５％ ６９％ ７８％ ２６％ ５２％

視点１ 通学のしやすさ(各校から概ね２ｋｍ圏内に居住する児童、概ね４ｋｍ圏内に居住する生徒の割合）について検討します。

視点２ 視点１で絞り込みを行った既存校の中で、施設一体型の義務教育学校を設置
できる学校敷地が確保できるか検討します。

視点１、２及び３に基づき検討した結果、Ａブロックの新校の候補地は、長野中学校区内とし、現時点では「長野中の敷地」とします。

しかしながら、長野中の敷地は、駐車場スペースを別途、確保することが課題であることから、他に候補地となり得る敷地の調査も

行い、最終的に基本構想で選定します。

視点３ 地域バランス（各中学校区における児童生徒数 令和７年２月時点）を考慮
して、候補地を検討します。

長野中学校区 見沼中学校区 南河原中学校区

児童生徒数合計 １，１７９人 ２０２人 ２０１人

児童数 生徒数 ７７６人 ４０３人 １３０人 ７２人 １２５人 ７６人

長野中の敷地 東小の敷地 北小の敷地 桜ヶ丘小の敷地

学校敷地面積 ２２，１４５㎡ １７，９９１㎡ １６，５２５㎡ １８，１９７㎡

評価 〇 設置可能 ×
敷地狭あい
拡張不可

×
敷地狭あい
拡張不可

×
敷地狭あい
拡張不可

Ａブロックの既存校の中で、長野中、東小、北小、桜ヶ丘小が６割を超えています。

比較検討を行った学校用地の中で、長野中が最も大きな学校

敷地面積を保有していることから、施設一体型の義務教育学

校を設置する上で「長野中の敷地」が最も適していると考え

られます。

Ａブロックの各中学校区における児童生徒数に基づく地域

バランスを考慮すると、新校の候補地は長野中学校区内に

設置することが望ましいと考えられます。
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Ｂブロックの新校の候補地選定について

行田中 忍中 埼玉中 太田中 南小 埼玉小 下忍小 忍小 太田小

２ｋｍ圏内(児童) ４９％ ５２％ ２０％ １２％ ５４％ ２２％ ３１％ ５２％ １５％

４ｋｍ圏内(生徒) ９０％ ７７％ ７０％ ６１％ ８９％ ７８％ ８６％ ７７％ ６４％

全体 ６４％ ６１％ ３８％ ２９％ ６６％ ４２％ ５０％ ６１％ ３３％

行田中の敷地 忍中の敷地 南小の敷地 忍小の敷地

学校敷地面積 ２４，０７８㎡ ２０，８２５㎡ １８，２２４㎡ １５，６４３㎡

評価 〇 設置可能 △
設置する場合は、
敷地狭あい
拡張不可

×
敷地狭あい
拡張不可

×
敷地狭あい
拡張不可

Ｂブロックの既存校の中で、行田中、忍中、南小、忍小が６割を超えています。

視点１ 通学のしやすさ(各校から概ね２ｋｍ圏内に居住する児童、概ね４ｋｍ圏内に居住する生徒の割合）について検討します。

視点２ 視点１で絞り込みを行った既存校の中で、施設一体型の義務教育学校を設置
できる学校敷地が確保できるか検討します。

視点３ 地域バランス（各中学校区における児童生徒数 令和７年２月時点）を考慮して、候補地
を検討します。

忍中学校区 行田中学校区 埼玉中学校区 太田中学校区

児童生徒数合計 ６９３人 ５９１人 ３２６人 ３６７人

児童数 生徒数 ３７６人 ３１７人 ３６５人 ２２６人 ２１５人 １１１人 ２３３人 １３４人

Ｂブロックの各中学校区における児童生徒数を

見ると、当該通学区域内の人口の中心は行田中

学校区内であり、新校の候補地として望ましい

と考えられます。

視点１、２及び３に基づき検討した結果、Ｂブロックの新校の候補地は、行田中学校区内とし、現時点では「行田中の敷地」とします。

しかしながら、行田中の敷地は駐車場スペースを別途確保することが課題であることから、併せて、Ｂブロックの通学区域内の概ね

中心で、諸条件に合う佐間地区内の土地も候補地とし、最終的に基本構想で選定します。

比較検討を行った学校用地の中で、行田中が最も大きな学校

敷地面積を保有していることから、施設一体型の義務教育学

校を設置する上で「行田中の敷地」が最も適していると考え

られます。
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Ｃブロックの新校の候補地選定について

西中 泉小 西小

２ｋｍ圏内(児童) ９３％ ９４％ ９７％

４ｋｍ圏内(生徒) １００％ １００％ １００％

全体 ９６％ ９６％ ９８％

西中の敷地 泉小の敷地 西小の敷地

学校敷地面積 ２６，０２０㎡ １９，３６９㎡ １７，２２６㎡

評価 〇 設置可能 〇
敷地狭あい
拡張余地あり

×
敷地狭あい
拡張不可

視点１及び２の検討プロセスにより、Ｃブロックの新校の候補地は、現時点では「西中の敷地」または「泉小の敷地」とし、最終的

に基本構想で選定します。

視点１ 通学のしやすさ(各校から概ね２ｋｍ圏内に居住する児童、概ね４ｋｍ圏内に居住する生徒の割合）について検討します。

Ｃブロックの既存校の中で、西中、西小、泉小が９割を超えています。

視点２ 視点１で絞り込みを行った既存校の中で、施設一体型の義務教育学校を設置
できる学校敷地が確保できるか検討します。

比較検討を行った学校用地の中で、西中が最も大きな学校敷地面積を保有

していることから、施設一体型の義務教育学校を設置する上で「西中の敷

地」が最も適していると考えられます。また、泉小の敷地は、周辺が民有

地でありますが、敷地を拡張できた場合は、施設一体型の義務教育学校を

設置できる可能性があります。

視点３ 【参考】西中学校区における児童生徒数 令和７年２月時点

西中学校区

児童生徒数合計 １，２９８人

児童数 生徒数 ９１５人 ３８３人

西中 泉小 西小

児童生徒数 ３８３人 ４６６人 ４４９人

Ｃブロックは西中学校区の小中学校のみで構成されているため、

視点１及び２に基づく検討により、候補地の選定を行います。

４



各ブロックの児童生徒数、普通学級数及び必要教室数

新校開校
目標年度

前期課程 後期課程 前期・後期課程合計

児童数(人) 学級数 生徒数(人) 学級数 児童生徒数(人) 学級数

Ａ Ｒ１４ ７９７ ２５ ４５４ １２ １，２５１ ３７

Ｂ Ｒ１２ ８２２ ２６ ６０４ １６ １，４２６ ４２

Ｃ Ｒ１６ ７０８ ２４ ３７４ １１ １，０８２ ３５

各ブロックの新校開校年度における児童生徒数及び普通学級数（見込み） 各ブロックにおける必要教室数（見込み）

⚫ 普通教室及び特別教室の数は、上記の表のとおり見込まれます。
⚫ なお、特別教室の数は、現在の年間授業時数に基づき算出しています。
⚫ この他、特別支援学級、図書室、職員室、保健室、体育館など、必要な諸室も設置し

ますが、具体は基本構想で検討します。

普通教室 特別教室

前期課程 後期課程 理科 図工 美術 音楽 技術 家庭

Ａ ２５ １２ ３ ２ １ ３ １ ２

Ｂ ２６ １６ ３ ２ １ ３ ２ ２

Ｃ ２４ １１ ３ ２ １ ３ １ ２

教科

小学校 中学校

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 ７学年 ８学年 ９学年

授業数/
週

年間授
業数

授業数/
週

年間授
業数

授業数/
週

年間授
業数

授業数/
週

年間授
業数

授業数/
週

年間授
業数

授業数/
週

年間授
業数

授業数/
週

年間授
業数

授業数/
週

年間授
業数

授業数/
週

年間授
業数

国語 9 306 9 315 7 245 7 245 5 175 5 175 4 140 4 140 3 105

社会 ー ー ー ー 2 70 2.6 90 2.9 100 3 105 3 105 3 105 4 140

数学・算数 4 136 5 175 5 175 5 175 5 175 5 175 4 140 3 105 4 140

理科 ー ー ー ー 2.6 90 3 105 3 105 3 105 3 105 4 140 4 140

生活 3 102 3 105 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

英語・外国語 ー ー ー ー 1 35 1 35 2 70 2 70 4 140 4 140 4 140

図工 2 68 2 70 1.7 60 1.7 60 1.4 50 1.4 50 ー ー ー ー ー ー

美術 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 1 45 1 35 1 35

音楽 2 68 2 70 1.7 60 1.7 60 1.4 50 1.4 50 1 45 1 35 1 35

技術 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
2 70 2 70 1  35

家庭科 ー ー ー ー ー ー ー ー 1.7 60 1.6 55 

体育 3 102 3 105 3 105 3 105 2.6 90 2.6 90 3 105 3 105 3 105

道徳 1 34 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35

特別活動 1 34 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35

総合 ー ー ー ー 2 70 2 70 2 70 2 70 2 50 2 70 2 70

授業数 25 850 26 910 28 980 29 1015 29 1015 29 1015 29 1015 29 1015 29 1015 

【参考】埼玉県小学校教育課程編成要領及び埼玉県中学校教育課程編成要領を基に作成した標準的な年間授業時数（モデルケース）

※週当たりの授業数は、年間授業数を年間３５週で除して算出
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